


企業紹介 株主の皆様へ
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Sensing 
Technology
必要なものだけを
確実に検知する
オプテックスの
コア技術

計測に危険が伴う場所の温度管理を安全で最適
に計測。また液体の色や濁りを正確に測定し、水
環境を守ります。

危険運転を感知して画像記録するドライブ
レコーダーや、安全運転の取り組みを見える化
するセーフメーターを提供。事故のない車社会に
貢献しています。

侵入者の検知に加えて、その位置を確認し、遠隔
から通報・威嚇する製品やシステムを提供。工場
や重要施設などの犯罪を未然に防ぎ、安全で
安心な社会に貢献しています。

設置場所に応じた自動ドアの安全でスムーズな
開閉、入退室管理からマーケティング資料となる
来場者数計測までサポート。快適でインテリジェ
ントな出入り口環境を実現しています。

多様な製品の生産ラインの品質管理に欠かせない
産業用センサは、世界のモノづくりを支えています。

■ 防犯関連事業

■ 交通関連事業  （その他事業）

■ 自動ドア関連事業

Sensing 
Innovation
独自のアイデアと
確かな技術で
「安全・安心・快適」な
未来を切り拓く

■ 計測機器事業  （産業機器関連事業）

■ 産業機器事業  （産業機器関連事業）

店舗などの駐車場で人や車をセンサで検知した時、
必要な明るさを提供するLED照明制御システム
は、最高水準の省エネを可能にします。

■ 照明制御事業  （その他事業）

センシング技術で人に社会に
役立つ製品やサービスを提供していきます。
オプテックスは人や物の位置や変化を検知するセンシング技術で、社会の変化やお客様のニーズを察知し、
世界の地域の特性に合わせた信頼性の高い製品・サービスを提供していきます。

当期（2010年12月期）の当社グループは、「回復から再成

長へ」の方針のもと、各種新製品の立ち上げ、グローバルで

の営業力強化、新規分野への進出・拡大など積極的な事業

展開を進めました。

その結果、連結業績は、売上高173億95百万円（前期比

15.0％増）、営業利益17億5百万円（同174.9％増）、経常利益

17億61百万円（同139.6％増）、当期純利益9億81百万円

（同195.5％増）と、増収・増益を達成できました。売上高は

ほぼ期初計画通り、各利益に関しては計画を上回る数値を

達成しています。特に、国内外での設備投資の急速な回復を

受けて、産業機器関連の売上が前年度の1.5倍以上に大き

く伸張したことが、全体の売上・利益拡大に寄与しました。

「回復」の勢いをさらに加速し、
大いなる「飛躍」へつなげていきます。

2010年度の業績報告と総括

代表取締役社長

小林　徹

本紙の記載内容のうち、将来の見通しおよび計画に基づく予測には、不確実な要
素が含まれており、変動する可能性を有しています。従って、実際の業績は現時点
での当社の判断に対して大きく異なる可能性があることをご承知おきください。 

免責事項
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株主の皆様へ
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「新たな成長」に向けての注力分野 「中期経営計画」策定のねらい

22

増加となるなど、数量ベースでは伸張しています。この

ほか、当期第３四半期に事業買収に伴い設立した米FIBER 

SENSYS社（以下FSI）の増収効果もありました（p７-８特集

をご参照ください）。

自動ドア関連は、国内は伸び悩んだものの、海外では

積極的な営業展開により売上・利益とも伸びを確保できま

した。特に欧州では現地の規格に適合したスライドドア用

センサが引き続き好調でした。市場シェアに関しても、欧

州・米国とも着実に拡大しており、今後市況が回復してくれ

ば、更に成長が期待できると見ています。

産業機器関連に関しては、国内では三品（食品・医薬品・

化粧品）業界向け、太陽光発電や液晶関連業界向けがとも

に好調に推移し、海外でも欧州やアジアの設備投資の拡大

を受けて前年度を大幅に上回りました。生産関連の設備投

資は国内外とも急速に回復しており、2007年のピーク時に

迫りつつありますが、当社の産業機器関連事業は更にそ

れを上回る勢いで伸びています。当期の産業機器関連事

業の売上は、過去最高を更新しており、次期以降も更なる成

長を目指しています。

大きなねらいは、グループ全体の「意識変革」です。これ

までどうしても単年度の成果に目が向きがちだった我々の

意識を変え、経営体質の強化を図ることです。既存事業に

比べ見通しの立てにくい新規事業に関しても、次期以降は

じっくりと腰を据えて育成し、３年先に結果を出せるように

進めていきます。この中期経営計画の策定に先だって、当期

に大幅な組織改編を実施しています。６つあった事業部門

を４つにまとめ、状況変化に応じてリソース配分を柔軟に

変えて「選択と集中」を行いやすい組織体制にしました。

また、幅広い視野をもったマネージャを育成するために、

事業部門の責任者を総入れ替えしました。今後、事業部門

ごとに具体的な数値目標を示し、中長期視点での目標達成

をめざすと同時に、経営体質についても更に改善を図って

いきます。
（「中期経営計画」の詳細は、p.6をご覧ください）

一方、防犯関連、自動

ドア関連の両事業に

つきましては、世界的な

建築関連需要の低迷

に加え、当期下半期に

急激に進んだ円高の

影響も相まって、前者は

微増、後者は微減という

結果でした。建築関連

の市況は依然厳しい

状況にあり今後も楽観視はしておりませんが、両事業に

ついては、ようやく復調の兆しが見えてきたと捉えており

ます。

防犯関連では、特に主力の欧州市場で販売促進に力を

入れました。円高の影響があり売上高では微増ですが、

欧州向け屋外用センサの出荷台数が前期比２０％以上の

一つは「ハイセキュリティ分野」への本格展開です。当期

の光ファイバー侵入検知システム事業買収もその一環

と言えます。現在の防犯製品の主流は「侵入後の検知」

で、「侵入前の監視・警備」が必須とされる、ハイセキュリ

ティ市場の規模はその１０分の１程度ですが、犯罪やテ

ロ防止対策へのニーズが増大する中、市場は今後飛躍的

に拡大していくと予想しています。

当社の主力商材「レーザースキャン」やFSIの得意とする

「ファイバーセンサ」など、製品力を更に強化していくと

ともに、高度なシステムを普及するため販売体制を整え、

グローバルな拡大を図って参ります。　

もう一つの重点注力分野は、中間報告でもご紹介した

「照明制御システム」です。「LED照明制御システム」や

「ソーラー式LEDセンサライト」などの新製品を順次発売

しており、省エネルギーや温暖化抑止へのニーズの高まり

をとらえ、当社ならではのセンサと組み合わせた環境配

慮型の製品開発・販売を推進していきます。

2010年度の既存事業での主な取り組み
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地域別の売上高
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▲ 16

＋26
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1円の円高による通期業績に与える影響 当社は中国での生産において、米ド
ル建てで仕入れをすることで、ドル
安の影響を緩和する対策をとってい
ます。その結果、円高によって円換算
の売上高は減少しますが、利益は増
えるという構造になっています。

売上高

営業利益

当期純利益

ROE

EPS（円）

17,395

1,705

981

5.8％

59.3円

20,400
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13％以上
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（想定為替レート　USD 85円　GBP 130円　EURO 110円）

（単位 ： 百万円）

次期（2011年12月期）は、連結売上高204億円（対前期比

17.3％増）、営業利益18億円（同5.5％増）、経常利益19億円（同

7.8％増）、当期純利益11億円（同12.1％増）を見込んでおります。

防犯関連・自動ドア関連・産業機器関連においては、アジア

を中心とした新興国に向けた新製品の投入や販路を構築

するとともに、それぞれの事業において、地域ごとに営業力を

強化していきます。特に、防犯関連では、ハイセキュリティ

事業を北米・中東を中心に拡大させていきます。

また、OEMや協業体制を強化し、シナジーを狙い、３年

後の「売上300億円・営業利益50億円」につなげたいと考え

ています。

　

当期の株主の皆様への配当については、計画通り１株

当たり30円とさせていただきます。次期についても「配当

性向30％かつ安定配当」の基本方針にしたがい、年間３０円

の配当を予定していますが、今後の業績の回復に合わせ、

できるだけ早期に増配できるよう努力いたします。

当社グループは、これまで社員ひとり一人のチャレンジ

精神を基礎に発展を遂げてきました。今回の中期経営計画

を契機に、われわれは改めて自らの原点を見つめ直し、

世界のグループ社員が一丸となって「社会の安全・安心に

貢献するグローバル企業」として、更なる飛躍を目指して

いく所存です。

株主の皆様には、今後とも当社へのご理解とご支援を

賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。

アジアを中心とした新興国に、低コストの新製品を投入します。
また、国内・北米の拡大に注力、国内売上比率を確保し、為替変
動リスクを回避するように取り組みます。

中期経営計画の目標

2011年の業績予想について 当期の株主配当について

株主様へのメッセージ

中期経営計画

売上高300億を目標に、新たな方針で邁進します。
当社は、2013年を最終年度とした中期経営計画を発表しました。「2013年に売上高300億円・営業利益50億円」を目標に掲げ、
新たな経営方針のもとで、この達成に向けて全力で取り組んでまいります。

５つの基本方針

① コア事業の持続的成長
既存事業（防犯関連、自動ドア関連、産業機器関連）では、
ボリュームゾーン市場へも一定の経営資源（人・モノ・金）
を配分し、ハイエンド市場とのバランスを取りながら持続
的成長を図っていきます。

② 新興国での市場開拓に注力
経済発展の目覚ましい中国、インド、ロシア、中近東などの
新興国での市場開拓を強化します。各国・地域の市場特性に
応じた流通・販売体制を整備し、ニーズに合致する製品・
サービスを提供していきます。

③ グローカルな視点による製品開発
グローカル（グローバル＆ローカル）な視点で、国・地域の
要求品質に応じた製品づくりによって、開発の迅速化と
ローコスト化を進めていきます。特にアジア地域では、
調達や生産も含め総合的なコストダウンを図り、競争力を
強化します。

④ 次なる収益の柱となる新規事業の確立
ハイセキュリティ製品、照明制御システムなどの新規注力
分野を中心に、オプテックスの新たな収益の柱となるビジ
ネスをできる限り早期に構築し「再成長」への路線を確実
なものにしていきます。

⑤ M&A、資本提携、事業・業務提携を推進
これまで同様、独自技術や販売力をもつ有力企業との資本
提携やＭ＆Ａや協業などを積極的に進めていきます。
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特集

ハイセキュリティ外周警備市場の推移予測（当社調べ）
（百万ドル）
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■ 高性能な外周警備システム

■ 世界から高い信頼を獲得する世界トップ企業

■ 両社の強みを合わせ「世界ナンバーワン」をめざす 

ファイバーセンサが拓く可能性
～ハイセキュリティ分野への本格展開に向けて

ファイバーセンサの基本原理

執行役員
新事業企画本部
本部長

角　光史

外周にあるフェンスで侵入
者を検知します。侵入をされる
前に未然防止が可能になり、
侵入者への抑止力にもなり
ます。

建物に近づいた侵入者を検
知します。レーザー光を使っ
ているため広範囲に、また、
侵入者の位置も特定でき
ます。

ファイバーセンサ RED SCANハイセキュリティ分野

ので「電気」を使うすべてのセンサが使えません。しかし

「光」を使うファイバーセンサにはその心配がないため、

防爆用途センサとしてエネルギー施設に受け入れられてい

ます。他にも「極寒・酷暑にも耐える」「落雷や電波の影響を

受けない」など多くの利点があります。今後、光ファイバーの

低価格化が実現しつつあり、導入の拡大が期待されます。

北米・中東市場でのRED SCANの拡販、さらにはRED SCAN

とファイバーセンサを組み合わせた、２重３重の強固な

警備システムなども提案していきます。ハイセキュリティ

分野のニーズには地域差がなく同一商品で世界展開を

図れる利点があります。

先進国では多発するテロや犯罪への対策として、重要

施設のセキュリティ強化が進んでいます。今後は中国・

ロシア・インドなどの新興国でも、インフラ整備にともなっ

て警備システムへのニーズが高まると予想されます。これ

らの市場に向けて当社とFSIが連携して開拓を進め、「ハイ

セキュリティ分野での世界ナンバーワン企業」をめざして

いきます。

　

昨年秋、当社は「ファイバーセンサ（光ファイバー侵入検知
システム）」の世界トップ企業の事業を買収し、米国にFIBER 
SENSYS社（以下FSI）を設立して「ハイセキュリティ分野」へ
本格的に参入しました。新事業企画本部の角 光史が、同分野
での取り組みの現状と今後の展望について解説します。

「ファイバーセンサ」は、重要施設の外周フェンスなどに

光ファイバーケーブルを張り巡らせ、侵入者を検知する

システムです。この分野で現在最も普及しているのは「振動

センサ」ですが、揺れを機械的に検知する単純なしくみのた

め、豪雨や強風などによる誤報（誤検知）が多発します。これ

に対し当社のファイバーセンサは検知アルゴリズムにより

雨や風などによる信号を分離し、侵入者によるフェンスの

「乗り越え」「切り破り」などを正確に検知します（右図参照）。

また、石油・ガス関連施設などでは、引火の危険がある

　

FSIの前身企業であるFiber SenSys社は、１９９０年の創立

から一貫してファイバーセンサの研究開発に取り組み、この

分野では世界トップの40％のシェア（２００８年）を持つ企業

でした。同社のファイバーセンサはその優れた性能が認め

られ、世界中の重要施設で導入されています。特に米国

の原子力発電所やウラン貯蔵施設、政府・軍関係施設など

では、同社ファイバーセンサが警備システムの調達品目に

登録されており、在日米軍基地にも導入されています。

重要施設をガードマンによって人的に警備することは、

物理的にもコスト面でも限界があり、カメラとセンサを

連動させた高度な警備システムが求められています。

こうしたニーズに応えるべく、当社はこれまでレーザ光

を使った建物周囲の警備システム「RED SCAN」を中心に

欧州での販路開拓を進めてきました。今後は欧州に強い

当社と、北米・中近東に販路と実績を持つFSIが互いの強み

を合わせ、ハイセキュリティ分野でのグローバル展開を強

力に進めていきます。欧州でのファイバーセンサの拡販、

発電所 浄水所 空港 コンビナート

　光ファイバーケーブル内を流れる
レーザー信号は、ケーブルが外部から
の振動・圧力を受けると微妙に変化し
ます。この信号変化をFSIが開発した
独自の検知アルゴリズムソフトで解析
することで、侵入のタイプ、場所などを
リアルタイムで正確に検知できます。
（図解）

外周警備システムの比較
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事業部門別概況

売上高構成比率

売上高推移 （百万円）

5,176 5,298

3,619

2010年度2009年度2008年度2007年度

3,570

売上高構成比率

売上高推移 （百万円）

11,140
9,757

7,190

2010年度2009年度2008年度2007年度

7,678

国内 1,597百万円

海外
6,081百万円

44.1%
7,678百万円

国内
2,375百万円

海外
1,195百万円

20.5%
3,570百万円

国内の自動ドア用センサは、前期比

微増で推移しましたが、市況回復の

遅れから小売業界の投資意欲が引続き

低調であった影響により、客数情報

システムは伸び悩みました。結果、

国内の自動ドア関連全体の売上高は

微減となりました。

海外では、北米・欧州とも円高の

影響を大きく受けましたが、各地域で

の積極的な営業展開によって市場

シェアを高め、その効果により増収と

なりました。

国内では、客数情報システムが当期

第３四半期で底を打ち、緩やかながら

も回復の兆しを見せていることから

増収を見込んでおります。

海外では、北米におけるスイング

ドア用センサの市場シェアが拡大し、

また欧州でも域内規格に適合した

センサのラインナップ強化策が自動

ドアメーカ各社から好評を得ており、

当面の目標である世界シェア５０％

獲得に向け着実に伸張していく見

通しです。

2010年度のハイライト 2011年度の事業展開

高密度ドアウェイエリア搭載の自動ドアセンサ「プロセーフOA-224V」を発売

自動ドア関連事業
Automatic Door Sensors

■ 広い配光

国内市場では、警備会社向け受注

は前期並みに推移しましたが、電設

資材・家電業界向けが減少したことに

より、前期売上高を下回りました。

一方、海外では主力の欧州を中心

に円高の影響を強く受けたものの、

屋外用センサの販売台数が堅調に

推移しました。

また当期第3四半期に米国の「光

ファイバー侵入検知システム事業」を

買収し、ハイセキュリティ市場に本格

参入いたしました。

国際社会においては、引続きテロ

の脅威が存在しています。テロを未然

に防止するという観点からの対策が

世界的に実施されており、重要イン

フラ等を対象としたハイセキュリティ

市場は継続的に伸張する見通しです。

「光ファイバー侵入検知システム

事業」の買収効果が通期で寄与すると

共に、同事業の販路を活かしたシナ

ジーも期待できます。

また中国を中心とした新興国の

ニーズに合致した低コストの新製品

を投入し、市場開拓を進めてまいり

ます。

2010年度のハイライト 2011年度の事業展開

CO2排出量ゼロの「ソーラー式LEDセンサライト」発売新製品紹介 新製品紹介

防犯関連事業
Security Sensors

新採用のオリジナルLEDは、円状
の独自構造に設計し、真下だけ
でなく周辺部にも充分な配光を
実現しました。

人が近づくと自動的に点灯するセンサライトは、一定時間を過ぎると自動

的に消灯してムダがなく、便利灯としても実用的です。当社が2011年1月に

発売したソーラー式LEDセンサライト「LA-30LED」は、太陽光発電とともに、

消費電力の低いLEDの採用により、点灯時間を従来の５倍にまで拡大。CO2

排出量ゼロ、長寿命化を実現します。天候不順が続く季節も安心で、戸建

て住宅のほか集合住宅や公共施設など点灯頻度の高い場所でも利用でき

ます。

今回発売の「プロセーフOA-224V」は、ドア前の看板やシャッターにより

ドア枠の上部にセンサを取付けられない場合に対応した、無目（むめ）※

下取付型の自動ドアセンサです。歩行者を検出するだけでなく自動ドアの

レール上にも検出エリアを設け、これまでより高い安全性を実現してい

ます。

１台で様々な設置環境に対応できる本製品は、安全性が求められる

病院や老人ホームをはじめ、一般店舗などへも展開を図っていきます。LA-30 LED

プロセーフOA-224V

商品特長
● 60本の高密度起動
    エリアで安全検知
● 業界最高の高所対応
● 突出の少ないデザイン

※無目とは、建築用語で写真のようにドア
上部に窓などがある場合の「上下を仕
切る部材」のことです。
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売上高構成比率

売上高推移 （百万円）

4,153 4,215
3,191

2010年度2009年度2008年度2007年度

4,954

売上高構成比率

売上高推移 （百万円）
1,698 1,646

1,124

2010年度2009年度2008年度2007年度

1,193

国内
1,706百万円

海外
3,248百万円

28.5%
4,954百万円

国内
555百万円

海外
 638百万円

6.9%
1,193百万円

2010年12月期 年間トピックス　

トピックス

国内では、製造業の設備投資の回復
にともなって、従来の三品（食品・医薬
品・化粧品）業界に加え、太陽光発電、
液晶関連業界向けの画像センサ、変位
センサ、LED照明が好調に推移し、売上
高・利益とも前期を大きく上回る業績を
達成できました。
海外におきましても、欧州・アジア

地域の製造設備投資が拡大しているこ
とにともない、前期に比べて大幅に伸張
させることができました。

制御機器関連市場は、国内外ともに
引続き堅調に推移することが見込まれ
ます。市場ニーズが豊富なファイバー
センサの拡販や、成長が見込めるLED
照明関連製品の開発、販売に注力し、
特に国内でのシェア拡大を目指します。
また、当期完全子会社化した｢日本
エフ・エーシステム｣とのシナジーを
生かし、3D画像検査装置、フィルム検査
装置などで液晶・エネルギー関連など
成長市場での顧客開拓に努めます。

2010年度のハイライト 2011年度の事業展開

産業機器関連事業
Industrial Sensors

中国工場における生産受託関連につ
きましては、受託企業数が増加したこと
により前期売上高を上回りました。
「LED照明制御システム」は、外食
チェーン店の駐車場や、コインパーキ
ング等で採用が開始されています。

CO2削減率が業界No.１の「LED照明
制御システム」は、照明メーカーへの
供給など、新たな販路開拓に取り組み
ます。
安全運転度合いを“見える化”する

「セーフメーター」は、一般企業の営業
車の安全運転管理にターゲットを絞り、
普及を促進してまいります。

2010年度のハイライト 2011年度の事業展開

その他事業
other

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2010

● 世界最速の応答速度 デジタルファイバアンプ
    『 D3RF 』発売

● 超小型LED照明コントローラ
    『 OPPD-15 』発売
この他にも産業機器関連では多数の新製品を発売し、
生産ラインの高品質化・eco化をサポートしています。

● セーフメーター『OSM-201』発売
運転挙動を計測し、社用車の安全
運転を支援します。

● 中国上海に営業所設立

● LED照明制御システム発売
光を自由に制御できる屋外灯で業界最高
クラスの省エネ性能を実現しました。

● 技研トラステム 客数情報システム上海万博に採用

● （米）FIBER SENSYS INC. 設立
光ファイバーを用いたセンサのトップ企業の事業を
買収しました。

● 『RED SCAN』　アワード受賞
侵入検知用のレーザーセンサが、優れた製品
として、英国のセキュリティ専門誌をはじめ、
各国で様々なアワードを受賞しました。

● 3D距離画像カメラ発売
対象物までの距離情報を立体的に取得できる3D距離
画像カメラは、幅広い用途に活用が期待されています。

● 海外向け防犯センサ　『fitシリーズ 』発売
コンパクトな屋外用防犯センサで、
建物の外周を正確にガード（検知）します。

● 散乱光方式濁度計（国内・海外）発売
生活排水や工場排水などの濁度測定し、
水質管理に広く貢献しています。

● ドライブレコーダー誤検知除去技術
    滋賀県知事賞受賞
車の運転者の運転挙動に関するデータを
取得し、運転者の安全運転技術やエコ運
転技術などの向上に役立つ技術です。
（特許取得）

湖上で環境問題を学び、体感
する体験学習に過去最高の学
生（子供たち）が参加しました。

びわ湖環境体験学習に年間13,030人が参加

１月

2月

4月

5月

9月

6月
7月

11月
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所有者別株式数分布状況 
 

所有株数別株主分布状況 
 

証券会社 
1.3％ 223千株 

自己名義 
2.5％ 424千株 

その他 国内法人 
3.9％ 661千株 

個人・その他 
60.2％ 10,227千株 

外国人 
12.6％ 2,140千株 

金融機関 
19.5％ 3,307千株 

10,000株以上 
2.0％ 118名 

100株未満 
9.6％ 578名 

100株以上 
57.2％ 3,435名 

500株以上 
11.3％ 676名 

1,000株以上 
19.9％ 1,197名 

合計

16,984
千株

合計

6,004
名

連結財務諸表

株式の状況 （2010年12月31日現在）  

 

株主名 

小林 徹 

有本 達也 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

 

株式会社三菱東京UFJ銀行 

廣岡 泰 

竹田　和平  

持株数（千株） 
1,717
1,419
941
769

381

551

371
330
278
273

比率（％）

10.37
8.57
5.68
4.64

2.30

3.33

2.24
1.99
1.68
1.65

大株主 

発行可能株式総数 　　 50,000,000株
発行済株式の総数 　　 16,984,596株  
株主数                   　　 6,004名 

栗田 克俊 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

野村信託銀行株式会社（投信口）

ザ  チェース  マンハッタン  バンク  エヌエイ
ロンドン  エス  エル  オムニバス  アカウント

 （注）1.出資比率は自己株式を控除して計算しております。
         2.当社は、自己株式を424千株保有しておりますが、上記大株主から除外しております。

 
 

 
 

当期純利益

 流動資産

　　現金及び預金

　　受取手形及び売掛金

　　有価証券

　　商品及び製品

　　仕掛品

　　原材料及び貯蔵品

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

固定資産 

　有形固定資産

　　建物及び構築物（純額）

　　機械装置及び運搬具（純額）

　　工具、器具及び備品（純額）

　　土地

　　建設仮勘定

　無形固定資産

　　のれん

　　その他

　投資その他の資産

　　投資有価証券

　　長期貸付金

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

資産合計   

 

 

 

 

17,395

8,478

8,916

7,211

1,705

200

143

1,761

19

291

1,490

430

78

981

流動負債

　　支払手形及び買掛金

　　短期借入金

　　一年以内返済予定の長期借入金

　　未払法人税等

　　繰延税金負債

　　賞与引当金

　　その他

固定負債 

　　繰延税金負債

　　再評価に係る繰延税金負債

　　退職給付引当金

　　役員退職慰労引当金

　　その他

負債合計 

株主資本

　　資本金

　　資本剰余金

　　利益剰余金

　　自己株式

評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金

　　土地再評価差額金

　　為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計     

連結貸借対照表 （百万円） 連結損益計算書 （百万円）

 
連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）

資産の部 負債の部 

純資産の部 

14,233

6,206

3,532

1,466

1,379

62

587

323

706

△ 31

6,502

3,115

1,347

175

381

1,203

8

413

149

263

2,972

2,010

29

647

342

△ 56

20,735

前期
平成21年12月31日

前期
平成21年12月31日

当期
平成22年12月31日

当期
平成22年12月31日

前期
平成21年1月1日～ 
 平成21年12月31日   

当期
平成22年1月1日～ 
 平成22年12月31日   

前期
平成21年1月1日～ 
 平成21年12月31日   

当期
平成22年1月1日～ 
 平成22年12月31日   

14,545

6,343

3,717

1,182

1,579

59

830

399

462

△ 29

6,859

2,936

1,264

198

264

1,203

5

641

175

465

3,281

2,159

24

779

365

△ 46

21,405

15,124

7,543

7,581

6,960

620

209

95

735

107

295

547

253

△ 38

332

1,552

660

77

6

44

18

75

668

1,170

69

6

695

382

16

2,722

17,748

2,798

3,653

11,834

△ 537

△ 839

36

10

△ 886

2

1,101

18,013

20,735

2,228

798

203

─

456

9

75

685

1,252

77

6

734

416

17

3,480

18,232

2,798

3,653

12,318

△ 537

△ 1,406

△ 37

10

△ 1,379

4

1,094

17,925

21,405

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

　　法人税等合計

　　少数株主利益又は少数株主損失（△）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高 

1,989

△ 730

△ 651

155

764

5,683

6,447

1,818

△ 1,212

△ 379

△ 331

△ 104

6,447

6,343

1413



会社名   オプテックス株式会社
設　立  1979年（昭和54年）5月25日
資本金  27億9,827万円
決算期  12月
従業員  1,127人（連結）、260人（単体）
所在地  本社  〒520-0101 
   滋賀県大津市雄琴5-8-12
  東京営業所 〒160-0023 
   東京都新宿区西新宿6-14-1
   新宿グリーンタワービル19F

毎年1月1日から同年12月31日
毎年3月
定時株主総会：毎年12月31日
期末配当： 毎年12月31日
中間配当： 毎年  6月30日
（その他必要がある場合は、あらかじめ公告して定めます。）

100株
電子公告により行う
公告掲載ＵＲＬ  http: // www.optex.co.jp /
（ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告を
することが出来ない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。）

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502  大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL （0120）094-777（通話料無料）

事業年度
定時株主総会
基準日

1単元の株式数
公告方法

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関
同連絡先

小林　　徹
杉村　竝三
神崎　清賢
桑野　幸徳
松村　保男
八幡　知行
山田　　章

代表取締役社長
取締役
取締役
取締役
監査役（常勤）
監査役
監査役

役員一覧

〒520-0101  滋賀県大津市雄琴5-8-12　TEL（077）579-8000（代表）　FAX（077）579-7100本　　　社
〒160-0023  東京都新宿区西新宿6-14-1 新宿グリーンタワービル19F　TEL（03）3344-7005　FAX（03）3344-5734東京営業所

１．株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ
信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いたします。

主な関連会社  (2010年12月31日現在)

OPTEX SECURITY Sp. z o.o.（ワルシャワ）

OPTEX TECHNOLOGIES B.V.（ハーグ）

OPTEX SECURITY SAS（アンベリュー）

オプテックス・エフエー株式会社（京都市）

日本エフ・エーシステム株式会社（横浜市）

ジックオプテックス株式会社（京都市）

OPTEX KOREA CO., LTD.（ソウル）

OPTEX（H.K.）, LTD.（香港）

技研トラステム株式会社（京都市）

株式会社ジーニック（大津市）

オーパルオプテックス株式会社（大津市）

オフロム株式会社（福井市）

サンオクト株式会社（長浜市）

OPTEX（DONGGUAN）CO., LTD.（広東省）

OPTEX TECHNOLOGIES INC.
（カリフォルニア）

FIBER SENSYS INC. (オレゴン）

OPTEX INCORPORATED
（カリフォルニア）

OPTEX（EUROPE）, LTD.（バークシャー）

FARSIGHT SECURITY SERVICES, LTD.（ケンブリッジシャー）

（ご注意）

会社概要（2010年12月31日現在） 株式メモ
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